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第２四半期累計期間の業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

2020 年５月 12 日に公表しました 2021 年３月期第２四半期累計期間（2020 年４月１日

~2020 年９月 30 日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 業績予想数値と実績値の差異について 

2021 年３月期第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（2020 年４月１日~2020 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,015 

百万円 

10 

百万円 

7 

百万円 

2 

円 銭 

0.42 

今回実績（Ｂ） 1,017 63 65 42 8.90 

増減額（Ｂ－Ａ） 2 53 58 40  

増減率（％） 0.3 536.4 838.3 2,032.6  

（ご参考）前期実績 

（2020 年３月期第２四半期） 
1,012 100 99 44 9.21 

 

2. 差異の理由 

売上高につきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、一部顧客における

コールセンター業務の一時閉鎖や新規獲得案件の納期変更等の発生、また、期初見込みの

新規案件獲得の遅れ等があったものの、既存顧客における新型コロナウイルス感染症に



関連した官公庁の給付金業務の追加や小売業の需要増に伴う業務拡大等により、おおむ

ね前回発表予想のとおりの推移となりました。 

一方、利益につきましては、2020 年５月 12 日に開示しております中期経営計画に基づ

き、期初予定しておりました新サービス及び新規事業への投資タイミングを一部見直し

たことによる費用の減少、新型コロナウイルス感染拡大に伴う営業活動の一部自粛や社

員の出張の制限等による企業活動費用の減少及び先送り等により、前回発表予想を上回

る結果となりました。   

なお、通期の業績予想につきましては、売上高は前回発表予想のとおりの推移を見込ん

でおります。また、利益面においても、引き続き投資コストの発生等を見込むことから、

前回発表予想を据え置くこととしております。今後、業績予想の修正が必要と判断した場

合には、速やかに開示いたします。 

 

※上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は、今後の様々な要因により、これらの予想数値とは異なる可能性が

あります。 

 

以上 

 


